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都
知
事
選
挙
で
の
論
戦
、
都

民
要
求
に
も
と
づ
く
都
政
の
在

り
方
へ
の
都
民
・
国
民
の
注
目

が
大
き
く
広
が
る
中
で
小
池
百

合
子
知
事
の
初
議
会
、
都
議
会

第
三
回
定
例
会
（
9
月
28
日
〜

10
月
13
日
）が
開
会
し
ま
し
た
。

小
池
知
事
は
都
政
改
革
本
部

を
立
ち
上
げ
、
築
地
市
場
の
豊

洲
移
転
問
題
、
東
京
五
輪
の
経

費
削
減
問
題
が
連
日
マ
ス
コ
ミ

で
大
き
く
報
道
さ
れ
、
都
政
が

政
局
の
一
大
焦
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。

小
池
都
政
は
ど
こ
へ
向
か
う

の
か
。小
池
知
事
は
9
月
28
日
、

都
議
会
本
会
議
で
所
信
表
明
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
小
池
知
事

は
、
「
東
京
大
改
革
」
を
う
た

い
、
築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
問

題
の
検
証
や
東
京
五
輪
の
施
設

設
備
費
高
騰
問
題
に
と
り
く
む

と
強
調
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
新
し
い
東
京
」
を
目
指
し
て

「
セ
ー
フ
シ
テ
ィ
」
「
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
」
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
」
の
実
現
を
か
か
げ
ま
し
た

が
、
都
政
の
最
大
の
責
務
で
あ

る
都
民
の
切
実
な
福
祉
、
く
ら

し
、
雇
用
を
守
る
政
策
、
そ
し

て
憲
法
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

言
及
は
な
く
、
そ
の
一
方
で
財

界
戦
略
に
沿
っ
た
大
型
開
発
優

先
の
都
政
の
継
承
が
鮮
明
に
な

り
ま
し
た
。

石
原
都
政
以
来
の
大
型
開
発

優
先
の
都
政
の
疑
惑
究
明
を
進

め
る
都
議
会
で
の
論
戦
と
結

び
、
都
民
要
求
を
結
集
し
、「
都

政
を
都
民
に
取
り
戻
す
」
た
め

の
運
動
を
強
化
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
28
日
、
豊
洲
「
新
市
場

盛
り
土
な
し
」
問
題
疑
惑
な
ど

都
民
の
都
政
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
小
池
百
合
子
都
知
事
の

初
の
定
例
（
第
3
回
）
都
議
会

が
開
会
し
ま
し
た
。

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
開

会
日
早
朝
宣
伝
を
午
前
8
時
か

ら
都
庁
中
央
通
り
と
議
会
通
り

で
展
開
。
参
加
者
が
「
会
」
の

機
関
紙
号
外
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
荻
原
淳
、
今
井
晃
、
森

田
稔
、
金
子
秀
夫
、
須
藤
正
樹
、

佐
久
間
千
絵
、
長
谷
川
清
、
保

科
博
一
、
中
山
伸
の
各
代
表
世

話
人
、
喜
入
東
京
自
治
労
連
書

記
長
、
高
橋
都
教
組
書
記
次
長

が
、
社
会
保
障
制
度
の
連
続
改

悪
、
格
差
の
拡
大
と
貧
困
を
増

大
さ
せ
る
政
策
、
消
費
税
増
税

な
ど
に
苦
し
め
ら
れ
て
お
り
、

憲
法
が
く
ら
し
の
す
み
ず
み
に

生
か
さ
れ
、
地
方
自
治
法
が
定

め
る
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」

の
立
場
に
立
っ
た
都
政
、
切
実

な
都
民
要
望
に
応
え
る
都
政
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
小

池
新
知
事
が
こ
の
立
場
に
立
っ

て
情
報
公
開
を
徹
底
し
、
都
政

運
営
に
あ
た
る
こ
と
及
び
前
知

事
の
政
治
資
金
疑
惑
、
築
地
市

場
移
転
、
2
0
2
0
年
五
輪
準

備
な
ど
、
知
事
選
挙
で
焦
点
と

な
っ
た
課
題
に
都
民
の
目
線
で

解
決
に
あ
た
る
こ
と
、
東
京
を

憲
法
と
平
和
を
発
進
す
る
都
市

と
す
る
こ
と
、
な
ど
の
要
求
の

実
現
を
強
く
求
め
る
と
の
訴
え

を
行
い
ま
し
た
。

◇

◇

◇

12
時
15
分
か
ら
は
都
民
要
求

全
都
連
絡
会
、
東
京
社
会
保
障

推
進
協
議
会
、
東
京
地
評
の
3

団
体
が
主
催
す
る
都
庁
前
行
動

を
お
こ
な
い
、
3
0
0
人
が
参

加
、各
団
体
か
ら
代
表
が
発
言
。

「
築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
計
画

や
安
全
性
な
ど
の
徹
底
究
明

を
」
「
規
制
緩
和
で
な
く
、
公

立
を
含
め
た
認
可
保
育
中
心
の

保
育
政
策
に
転
換
を
」
「
2
0

2
0
年
東
京
五
輪
施
設
の
費
用

問
題
」
「
米
軍
横
田
基
地
と
オ

ス
プ
レ
イ
の
配
備
問
題
」な
ど
、

く
ら
し
、
福
祉
、
平
和
を
守
れ
、

な
ど
の
切
実
な
都
民
要
求
の
実

現
を
求
め
ま
し
た
。

都
議
会
か
ら
は
、
日
本
共
産

党
の
か
ち
佳
代
子
都
議
が
挨

拶
。
「
築
地
移
転
問
題
や
五
輪

費
用
見
直
し
、
待
機
児
童
対
策

な
ど
で
、
一
貫
し
て
都
民
の
立

場
で
訴
え
て
き
た
都
議
団
の
提

案
が
知
事
の
政
策
に
も
反
映
さ

れ
る
な
ど
、
都
民
の
皆
さ
ん
の

運
動
が
道
を
切
り
開
い
た
。
こ

れ
か
ら
も
『
都
民
の
た
め
の
都

政
』を
と
り
戻
す
た
め
に
、一
緒

に
頑
張
ろ
う
」と
語
り
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
は
、
「
戦
争

法
案
廃
止
」
、
雇
用
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
、
営
業
、
平
和
を

守
る
切
実
な
要
求
実
現
を
求

め
、
力
強
く
唱
和
し
、
東
京
都

に
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

都庁に向かって都民要求をコールする
参加者=16年9月28日

いま都民は、国の社会保障制度の連続改悪、格差の拡大と貧困を増大さ
せる政策、消費税増税などに苦しめられており、憲法がくらしのすみずみ
に生かされ、地方自治法が定める「住民の福祉の増進」の立場に立った都
政、切実な都民要望に応える都政の実現が求められています。
私たちは、小池新知事がこの立場に立って情報公開を徹底し、都政運営

にあたること及び前知事の政治資金疑惑、築地市場移転、2020年五輪準備
など知事選挙で焦点となった課題に都民の目線で解決にあたること、東京
を憲法と平和を発進する都市とすることなど、以下の要求の実現を強く求
めます。

食の安全を守り豊洲新市場移転は断念し、
築地現地再整備を！
豊洲は食品をあつかう市場に不適格。築地での再整備に立ち返ること！
豊洲新市場の安全対策、土地購入、工事契約について徹底検証と好評を！
五輪憲章とアジェンダにもとづいた大会の実現
世界平和の実現、貧困の根絶などをかかげた五輪憲章とアジェンダの実

現に全力を！
オリンピック準備過程と総費用の全容を明らかにすること！
過大な計画となっているメインスタジアムや選手村、競技開催に不適な

海の森水上競技場などについて、リオ大会に学び、可能な限り仮設とする
など経費の節減に努めること！
保育の質を守り、待機児童解消を！
待機児童数の全面的な調査と認可・公立を軸にした整備計画を！
保育士の賃上げと処遇改善、保育士配置の拡充を！
育児休暇の拡充で仕事と子育ての両立ができる東京の実現！
介護難民をなくす
特別養護老人ホームの増設をはじめとする介護基盤整備を！
介護保険料・利用料の負担軽減、介護予防のための支援を！
社会保障制度改悪から都民を守る
医療・介護・生活保護など国の社会保障制度の改悪に反対し、都として

の支援制度の拡充を！
乳幼児・義務教育児医療費助成への国のペナルティに対する財政補てん

を！
子どもの貧困をなくす
東京都としてすべての区市町村を対象にした子どもの貧困実態調査の実

施を！
「子どもの貧困をなくす東京プラン」の策定を！
子どもＳＯＳホットラインを設置し、地域でのネットワークづくりを！
ゆきとどいた教育の実現
公立小中学校及び高校の全学年での35人学級の実現を！
障害児学校の過大・過密解消を！
夜間定時制の存続を！
雇用と中小企業の拡充を
人間らしく働ける「東京雇用ルール」を確立し、最低賃金を1，500円に！
中小企業への支援の強化を！
東京大改造計画の見直し
東京一極集中をすすめる東京大改造計画、外かく環状道路、スーパー堤

防、リニア中央新幹線など不要不急の大型開発の中止を！羽田都心低空飛
行の中止を！
住生活破壊の特定整備路線、優先整備路線は住民の声を聞き、抜本的に

見直すこと！
都営住宅の新規新築建設の再開！民間賃貸住宅居住者への家賃補助制度

を！

舛添前知事の政治資金の公私混同疑惑真相の徹底究明を！
都政の企画立案過程および全ての議事録・資料など情報公開の徹底を！
憲法を守り、戦争のない平和な東京を！
自治体の長として憲法を遵守すること！
都民を危険にさらすＣＶ22オスプレイの横田基地配備撤回！
横田基地をはじめ米軍基地の返還を！

会
見
用
の
マ
イ

が
た
く
さ
ん
立
っ

て
い
る
テ
ー
ブ
ル

の
前
に
横
一
列
に

並
ん
で
深
々
と
頭

を
さ
げ
る
。
不
祥

事
が
露
見
し
た
大

企
業
の
経
営
者
た

ち
が
や
る
光
景
。
そ
れ
が
と
う

と
う
都
庁
に
も
お
よ
ん
だ
。
並

ん
で
頭
を
さ
げ
て
い
る
の
は
、

副
知
事
、市
場
長
、次
長
で
あ
る

▼
築
地
の
豊
洲
移
転
に
つ
い
て

は
、
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
あ
そ

こ
は
ま
づ
い
よ
、
と
い
う
声
が

都
民
的
に
広
が
り
を
も
っ
て
い

た
。
だ
か
ら
知
事
選
の
た
び
に

争
点
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
討
論

で
追
い
つ
め
ら
れ
た
石
原
慎
太

郎
氏
が
「
そ
ん
な
に
土
壌
汚
染

が
心
配
な
ら
ば
を
ボ
ー
リ
ン
グ

や
り
直
し
て
一
・
二
年
計
画
を

遅
ら
せ
て
も
い
い
」
と
口
走
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
▼
そ
れ
で
ボ

ー
リ
ン
グ
を
や
り
直
し
た
ら
、

ベ
ン
ゼ
ン
が
環
境
基
準
の
4
万

3
0
0
0
倍
。
あ
ま
り
の
す
ご

さ
に
当
の
石
原
氏
が
絶
句
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
▼
そ
れ
で
も
移

転
は
中
止
に
な
ら
な
か
っ
た
。

よ
ほ
ど
深
い
利
権
構
造
が
か
く

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
考

え
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
は
た

せ
る
か
な
土
壌
対
策
工
事
で
も

建
設
工
事
で
も
ゼ
ネ
コ
ン
談
合

情
報
が
乱
れ
飛
ん
で
、
そ
の
情

報
ど
お
り
ゼ
ネ
コ
ン
と
の
契
約

が
行
わ
れ
た
▼
日
本
共
産
党
都

議
団
が
建
物
の
地
下
が
説
明
さ

れ
て
い
た
盛
り
土
が
な
く
、
空

洞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
つ
き

と
め
て
、
あ
れ
よ
と
い
う
間
に

問
題
に
な
っ
た
。
い
ま
や
「
安

全
神
話
」は
崩
れ
た
。都
政
の
名

に
よ
る
虚
構
づ
く
り
を
こ
れ
以

上
許
し
て
は
な
ら
な
い
（
木
）

憲法を守り、都民のくらし・いのち、
平和を守る都民要求の実現を
強く求めます

都民を欺く豊洲「新市場」、東京五輪費用問題の徹底究明！
大型開発優先の自民党型都政の継承を許すな！
都民を欺く豊洲「新市場」、東京五輪費用問題の徹底究明！
大型開発優先の自民党型都政の継承を許すな！
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都知事選後初の定例会（２０１６年都議会第三回定例会）にあたって

都
議
会
開
会
日
行
動

豊
洲
新
市
場
移
転
は
断
念
を
！

認
可
保
育
中
心
の
保
育
政
策
へ

小池
新都政に

↖

2016年10月15日

2016年10月15日）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（都 民 が つ く る 革 新 都 政（毎月1回・15日発行）

いのちを守る福祉・
防災都市東京へ!
都政 に 憲 法 を!
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9
月
27
日
夜
、
都
内
で
、
革

新
都
政
を
つ
く
る
会
と
東
京
災

害
対
策
連
絡
会
の
主
催
で
「
関

東
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

都
市
直
下
地
震
に
備

え
る
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

同
シ
ン
ポ
は
革
新
都
政
を
つ

く
る
会
の
防
災
シ
ン
ポ
の
第
7

回
目
に
あ
た
る
も
の
で
、
講
師

と
し
て
、
平
田
直
東
京
大
学
地

震
研
究
所
地
震
予
知
研
究
セ
ン

タ
ー
長
・
教
授
を
む
か
え
、
今

年
4
月
に
震
度
7
の
激
震
に
襲

わ
れ
た
熊
本
地
震
で
の
被
害
の

状
況
と
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

首
都
直
下
地
震
の
最
新
の
研
究

の
到
達
、
防
災
の
と
り
く
み
な

ど
に
つ
い
て
講
演
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
建
築
技
術
者
集
団

の
山
下
千
佳
氏
か
ら
、
同
団
体

が
と
り
く
ん
で
い
る
熊
本
地
震

支
援
の
取
組
み
の
な
か
で
撮
影

さ
れ
た
映
像
記
録
が
照
会
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
の
な
か
で
平
田
教
授

は
、
首
都
圏
で
は
い
つ
、
ど
こ

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
ク
ラ
ス

の
地
震
が
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
こ
と
、
震
度
6
弱
以
上

の
面
積
が
一
都
三
県
の
約
三
割

に
及
び
木
造
住
宅
を
中
心
に
多

く
の
住
宅
が
損
壊
す
る
こ
と
な

ど
を
明
ら
か
に
し
、
建
物
耐
震

性
の
強
化
や
出
火
防
止
対
策
の

重
要
性
を
提
起
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
事
業
者
責

任
に
よ
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

普
及
、
公
助
の
重
要
性
、
行
政

と
の
防
災
協
定
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て
質
問
と
提
案
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
に
は
、
地
域
や
団
体

で
の
防
災
関
係
者
や
日
本
共
産

党
地
方
議
員
な
ど
70
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
東
京
を
ど
う

す
る
か
」
と
い
う
課
題
は
、
私

が
知
事
に
就
任
以
来
、
片
時
も

念
頭
を
離
れ
な
か
っ
た
問
題
で

あ
り
ま
す
。

美
濃
部
亮
吉
・
青
空
と
広

場
の
東
京
構
想

第
2
次
世
界
大
戦
で
灰
燼
に

帰
し
た
東
京
は
、
そ
の
後
の
十

数
年
の
短
期
間
に
復
活
を
遂

げ
、
人
口
、
経
済
力
と
も
に
世

界
一
と
い
う
巨
大
都
市
と
し
て

成
長
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、
・

戦
前
は
富
国
強
兵
、
戦
後
は
Ｇ

Ｎ
Ｐ
第
一
主
義
に
よ
っ
て
社
会

資
本
投
資
は
き
わ
め
て
低
水
準

に
抑
え
ら
れ
、
国
民
の
富
は
も

っ
ぱ
ら
生
産
の
拡
大
に
投
入
さ

れ
て
き
た
。
・
わ
が
国
の
都
市

は
、
権
力
の
た
め
の
都
市
、
企

業
の
た
め
都
市
で
あ
っ
た
。（
青

空
と
広
場
の
東
京
構
想
）
・
昭

和
30
年
代
か
ら
の
経
済
の
高
度

成
長
は
、
（
略
）
資
本
と
産
業

の
無
秩
序
な
集
中
、
集
積
を
も

た
ら
し
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
い

ろ
い
ろ
な
ひ
ず
み
は
、
今
日
み

る
よ
う
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
東

京
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
都

心
に
お
け
る
超
高
層
ビ
ル
や
高

速
道
路
の
出
現
は
、
大
き
く
東

京
の
姿
を
変
え
た
が
、
同
じ
、

そ
の
東
京
の
空
の
下
で
、
大
気

汚
染
や
交
通
災
害
は
日
々
都
民

の
生
命
や
健
康
を
脅
か
し
、
住

宅
難
、
通
勤
難
や
物
価
高
は
幸

福
を
願
う
都
民
の
生
活
を
脅
か

し
て
い
る
。
（
都
政
白
書
69'
）

の
で
あ
り
、
東
京
・
都
心
一
極

集
中
、
大
企
業
優
先
の
政
策
が

大
手
を
ふ
っ
て
す
す
め
ら
れ
る

一
方
で
、
都
民
の
生
活
は
二
の

次
と
さ
れ
、
公
害
、
住
宅
難
・

遠
距
離
通
勤
、低
水
準
の
福
祉
、

物
価
高
騰
な
ど
に
都
民
は
苦
し

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。青

空
と
広
場
の
東
京
構
想

こ
う
し
た
も
と
で
誕
生
し
た

革
新
都
政
は
、
福
祉
や
教
育
、

中
小
企
業
な
ど
の
都
民
施
策
の

拡
充
と
あ
わ
せ
て
、
「
東
京
に

お
け
る
市
民
生
活
の
防
衛
を
実

現
し
、安
定
し
た
豊
か
な
生
活
、

活
気
に
あ
ふ
れ
た
都
市
へ
の
発

展
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
と
き
、

東
京
の
都
市
構
造
の
改
革
が
日

程
に
の
ぼ
る
」
（
青
空
と
広
場

の
東
京
構
想
）
と
し
て
都
民
の

た
め
の
東
京
改
造
に
立
ち
む
か

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

革
新
都
政
は
そ
の
た
め
に
シ

ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム（
連
載
9
参
照
）

を
設
定
し
、
そ
の
具
体
化
の
方

策
と
し
て
「
都
民
サ
ー
ビ
ス
を

中
心
と
す
る
施
策
」
と
「
都
市

改
造
の
た
め
の
施
策
」
の
二
つ

の
柱
で
構
成
さ
れ
た
「
東
京
都

中
期
計
画
」
を
策
定
。
ま
た
、

「
東
京
を
真
に
住
み
よ
い
都
市

に
す
る
た
め
に
は
、
東
京
の
都

市
構
造
に
つ
い
て
の
根
本
的
改

革
が
必
要
」
「
（
毎
年
の
予
算

を
土
台
に
く
み
た
て
る
：
筆
者

注
）
現
行
制
度
の
ワ
ク
を
か
な

り
超
え
た
」
改
革
を
す
す
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
し
て
、
「
青

空
と
広
場
の
東
京
構
想
（
試

案
）
」
（
1
9
7
1
年
・
以
下

東
京
構
想
）を
策
定
し
ま
し
た
。

都
民
参
加
の
都
市
づ
く
り

都
市
計
画
と
は
、
単
純
に
い

え
ば
（
略
）
、
市
民
共
同
の
意

志
を
固
め
る
た
め
の
作
業
手
続

き
（
計
画
策
定
手
続
き
）
と
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ル
ー

ル
（
事
業
手
続
き
と
土
地
利
用

・
建
築
規
制
）の
体
系
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
日
本
の
都
市
計

画
制
度
は
、
こ
の
市
民
の
意
思

の
反
映
と
い
う
点
で
も
、
計
画

と
事
業
・
規
制
の
結
び
つ
き
と

い
う
点
で
も
、
他
の
先
進
諸
国

と
比
べ
る
と
き
わ
め
て
弱
体
で

あ
る
。大

方
潤
一
郎
・
東
大
教
授

東
京
構
想
で
は
、第
一
に「
都

民
参
加
に
よ
る
都
市
づ
く
り
」

が
提
唱
さ
れ
、
「
都
民
よ
る
都

市
改
造
運
動
」
「
計
画
へ
の
市

民
参
加
」
「
新
し
い
参
加
方
式

の
提
起
」
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の

都
政
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

都
民
の
参
加
の
道
が
示
さ
れ
た

の
で
す
。

た
と
え
ば
、
都
市
計
画
決
定

過
程
へ
の
都
民
参
加
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ

る
公
聴
会
の
開
催
や
都
民
の
意

見
聴
取
な
ど
の
制
度
化
（
1
9

6
8
年
）
以
前
の
段
階
か
ら
、

お
お
く
の
局
面
で
の
住
民
参
加

を
実
現
し
て
い
ま
し
た
し
、
改

正
後
も
、
用
途
地
域
指
定
な
ど

に
あ
た
っ
て
区
市
町
村
に
試
案

を
作
成
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に

も
と
づ
く
住
民
説
明
会
を
設
定

し
、
都
の
職
員
が
そ
の
住
民
説

明
会
に
で
か
け
て
い
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
意
見
を
き
か
せ
て
も
ら

う
な
ど
、
法
律
以
上
の
住
民
参

加
を
す
す
め
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
も
と
で
、
住
民
の

陳
情
を
ふ
ま
え
て
国
立
駅
南
口

の
高
層
ビ
ル
建
設
計
画
に
対
し

て
き
び
し
い
容
積
率
を
指
定
し

た
り
、
業
界
の
高
層
ビ
ル
建
設

要
求
に
対
し
て
は
、
容
積
率
を

1
2
0
0
％
か
ら
8
0
0
〜
1

0
0
0
％
に
抑
え
る
指
定
を
お

こ
な
い
業
務
床
の
増
加
を
抑
制

す
る
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
放
射
36
号
線
道
路
問

題
で
は
、
対
話
集
会
を
重
ね
、

「
放
射
36
号
道
路
の
住
民
投
票

に
関
す
る
調
査
会
」
を
設
置
す

る
な
ど
住
民
参
加
を
徹
底
し
ま

し
た
。

平
尾
英
子
道
路
対
策
連
盟
事

務
局
長
（
当
時
）
は
、
「
美
濃

部
さ
ん
は
（
略
）
、
あ
の
ユ
ニ

ー
ク
な
発
想
で
対
話
集
会
だ
、

住
民
参
加
だ
、
民
主
主
義
だ
、

住
民
投
票
だ
と
ワ
ー
と
や
っ
て

く
れ
た
か
ら
道
路
行
政
の
殻
も

破
れ
た
し
、
都
も
変
わ
れ
た
ん

で
す
」と
述
べ
て
い
ま
す
。（
証

言

み
の
べ
都
政
）

こ
の
ほ
か
に
も
、
ゴ
ミ
戦
争

で
の
杉
並
清
掃
工
場
建
設
、
排

気
ガ
ス
公
害
で
の
新
宿
区
牛
込

柳
町
再
開
発
、
基
地
跡
地
利
用

で
の
武
蔵
野
市
の
グ
ラ
ン
ド
ハ

イ
ツ
跡
地
利
用
な
ど
で
も
都
民

参
加
で
の
計
画
づ
く
り
が
す
す

め
ら
れ
ま
し
た
。

（
卯
月
は
じ
め
）

首都直下地震への対応を話し合ったシンポ。東大
地震研・平田直教授が講演=16年9月27日・文京区

東
商
連
は
、
9
月
21
日
に
主

税
局
と
福
祉
保
健
局
と
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。両
部
局
は
昨
年
、

都
内
の
市
区
町
村
を『
他
団
体
』

呼
ば
わ
り
し
、
都
区
民
税
や
国

保
税
滞
納
者
に
対
し
、
人
権
無

視
の
強
権
的
な
徴
収
が
行
わ
れ

て
い
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
『
指

導
権
限
が
な
い
』
『
適
切
な
対

応
を
し
て
い
る
と
思
う
』
と
、

自
ら
の
指
導
的
役
割
を
否
定

し
、
他
人
事
に
終
始
し
て
い
ま

し
た
。

消
費
不
況
の
深
ま
る
中
、「
払

い
た
く
て
も
払
え
な
い
」
深
刻

な
状
況
は
更
に
進
ん
で
い
ま

す
。5

百
件
の
差
押
え
で
4
千
万

円
、
3
百
件
で
2
千
万
円
を
支

給
す
る
国
保
の「
報
奨
金
制
度
」

は
、
制
裁
行
政
そ
の
も
の
で
あ

っ
て
福
祉
政
策
に
そ
ぐ
わ
な
い

も
の
で
す
。
一
区
に
3
億
円
支

給
さ
れ
た
事
実
に
驚
愕
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
交
付
金
の
総
支

給
額
、
自
治
体
別
支
給
額
の
公

表
を
求
め
ま
し
た
が
『
公
表
し

な
い
』
と
の
回
答
で
し
た
。

都
・
主
税
局
は
、
生
命
保
険

や
売
上
金
の
差
押
え
を
容
易
に

す
る
「
徴
収
サ
ミ
ッ
ト
オ
ン
ラ

イ
ン
」を
2
0
0
9
年
開
設
し
、

現
在
6
2
0
自
治
体
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。
人
権
を
無
視
し
た

強
権
的
取
立
て
の
急
増
は
、
東

京
都
が
主
導
し
た
結
果
で
し

た
。小

池
知
事
は
、
『
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
』
『
情
報
公
開
』
『
税

金
の
有
効
活
用
』
を
強
調
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
真
逆
の
実
態

を
ど
う
考

え
る
の
で

し
ょ
う
か

？
知
事

は
、
都
民

の
都
政
刷

新
の
希
望

に
応
え
る

べ
き
で

す
。

【
東
商
連

・
長
谷
川

清
】

都区民税や国保税（料）滞納者への大田区からの督促
のなかに入れられた発行者・日付も記載されていない
�チラシ�（大田区の業者に送られたもの）「'74都政のあらまし」より

平田東大地震研教授を迎えシンポ開催
都市直下地震に備える

耐震化で減災できる耐震化で減災できる

小
池
知
事
は

小
池
知
事
は

福
祉
に
お
け
る
制
裁
行
政
を
正
し

都
民
本
位
の
開
か
れ
た
都
政
の
実
現
を

福
祉
に
お
け
る
制
裁
行
政
を
正
し

都
民
本
位
の
開
か
れ
た
都
政
の
実
現
を

都民のための東京改革①

革新都政が
挑んだもの
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